
聖心女子大学・現代教養学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６３１

基盤研究(B)（一般）

2020～2017

現代家族の過程と実践をめぐる質的研究に対する組織的取り組み

Organising Qualitative Research on the Process and the Practice of Modern 
Families.

８０２９８１８２研究者番号：

木戸　功（Kido, Isao）

研究期間：

１７Ｈ０２５９６

年 月 日現在  ４   ６ ２７

円    12,500,000

研究成果の概要（和文）：日本家族社会学会の事業である全国家族調査（NFRJ）において質的調査を実施した。
NFRJ18質的調査研究会を組織し、先行して実施された量的調査より対象者を引き継いだ上で、101件のインタビ
ュー調査とそのうち8件のフィールドワーク調査を実施した。インタビュー調査では家族にまつわる生活史を中
心に対面での聞き取りを行い、フィールドワーク調査では、現在の家族生活の一端をビデオカメラにおさめると
いう方法でデータを収集した。前者については、音声データを文書化し匿名化を施した上で、協力者の同意を得
た上で、研究会メンバーによる利用を開始した。後者については、分析に向けたデータセッションを継続して実
施している。

研究成果の概要（英文）：We conducted qualitative research for the National Family Research of Japan 
(NFRJ), a project of the Japan Society of Family Sociology. The NFRJ18 qualitative research group 
was organized, and a total of 101 interviews and fieldwork regarding 8 families were conducted with 
subjects that had been included the previous quantitative survey. Face-to-face interviews focusing 
on family life history were conducted, and the fieldwork data were collected by means of video 
cameras that captured aspects of current family life. For the former, the audio data were documented
 and anonymized, and after obtaining the consent of the interviewees, the data were made available 
for research by the members of the research group. For the latter, data sessions for analysis are 
ongoing.

研究分野： 家族社会学

キーワード： 全国家族調査　家族社会学　質的調査　インタビュー　生活史　フィールドワーク　エスノメソドロジ
ー・会話分析　公共利用
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研究成果の学術的意義や社会的意義
全国家族調査（NFRJ）は、全国規模の定点観測データの構築と、それらのデータを公共利用に供することを目的
として実施されてきた。現在のところ、質的調査データの公共利用や二次分析は、日本においては一般的ではな
く、環境整備なども進んではいない。しかしながら、社会調査がもつ公共性に鑑み、また、データ分析の妥当性
を担保するための一つの方法という観点から、データのアーカイブ化が求められている。これらをふまえて本調
査においては、将来的に公共利用することを前提とした計画、設計と実査、およびデータの構築を行った。本調
査はデータの公共利用を前提に設計され実施された国内ではおそらく初めての質的調査の取り組みである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 日本家族社会学会の事業である全国家族調査（NFRJ）は、1998 年度の第 1 回調査以来、全国
規模の定点観測データの構築と、それらのデータを公共利用に供することを目的として実施さ
れてきた。2018 年度に調査を開始する第 4 回全国家族調査（NFRJ18）において、量的調査に続
いて質的調査を実施することが決まり、2015 年より本研究課題にとりくんでいくための準備を
開始した。 
 日本の社会学研究においては NFRJ を含む公共利用が可能なデータを用いた二次分析の成果が、
とりわけ量的研究において蓄積されてきた。質的研究については、海外での取り組みが紹介され
ることはあっても、国内における同様の取り組みはほぼない状態であった。そうした中で、すで
に実施された社会調査データを含む、質的調査データのアーカイブ化をめぐる議論が、小林多寿
子氏が代表を務める「質的データ・アーカイヴ化研究会」を中心に展開され（質的データ・アー
カイヴ化研究会 2014）、これから実施される質的調査においても、将来的な公共利用を前提とし
た調査のあり方を検討することが一つの課題として浮上してきた。 
 他方で、日本の家族社会学における質的研究は、2000 年代以降に活発化し、数多くの経験的
研究の成果を蓄積してきた。ただし、その多くは個人研究であり、家族の質的研究に携わる多く
の者は共同での調査研究の経験に乏しい状態であった。さらに、そうした論文等の研究成果にお
いては、調査の設計、対象選定、実査、記録、データの加工とその管理、そして分析といった調
査のプロセスは、十分に明示されてはいなかった。また、どのような理論的立場のもとで、いか
なる方法論的立場から質的調査が行われ、そこで収集されたデータが分析されているのかを、明
確に示している研究成果も決して多くはなかった。 
 結果として、理論とデータさらに方法の関係が不明確なまま、質的調査にもとづく研究の成果
だけが蓄積されていくことになった。このような状況のもとでは、家族の質的研究に携わる者の
間での、研究成果についての相互的、事後的な検証の可能性は低くなると考えられ、またスキル
も共有化されにくい。そもそも、多様な質的研究の立場や方法の間に共通する「言語」がないな
かで、しかしながら、だからこそ研究の成果をその背景にある理論的・方法論的立場とともに適
切に提示する努力はないがしろにしてはならないと考えた（木戸 2017）。 
 NFRJ18 に質的研究の立場から参画し、共同研究として組織的に質的調査を実施するという試
みは、調査のプロセスを共有し、質的研究に携わる者相互の連携をうながすとともに、量的研究
への理解を促進するという意義があると考えた。さらにいえば、将来的な公共利用を見据えたデ
ータ構築により、日本における質的調査データのアーカイブ化に関して、一定の貢献ができるの
ではないかと考えた。こうして NFRJ18 質的調査研究会を組織し、本研究に臨んだ。 
 
２．研究の目的 
 本研究においては「現代家族における過程と実践」を基本テーマとして設定した。より具体的
には、調査協力者の現在までの家族生活・家族関係の形成過程を把握すること、つまり出生以降
のライフイベントに沿って、現在のまでの家族をめぐる生活史を把握すること、さらにそれをふ
まえて、協力者の現在の家族生活・家族関係を構成している実践の詳細を把握すること、このよ
うにして現代家族の実態を質的調査によって把握することを目的とした。本調査におけるリサ
ーチ・クエスチョンは、「①どのように家族生活・家族関係が形成・維持されてきた／されてい
るのか」、そして「②家族は／で何をしているのか」、このように整理することができる。 
 前者に関しては半構造化面接法を用いた調査を実施しナラティブ・データを収集した。また後
者に関しては、調査協力者の現在の家族生活・家族関係を構成している具体的な実践の詳細を把
握するために、フィールドワーク調査を実施した。主としてエスノメソドロジー・会話分析の手
法を用いて、食事や団らん、レジャーなどの録画記録を収集した。このように本プロジェクトに
おいては将来的には公共利用を可能とすることを見据えた調査を計画・設計し、実査を通じて 2
種類のデータを収集した。 
 
３．研究の方法 
 半構造化面接法を用いた対面によるインタビュー調査と NFRJ18 においては 3つ目の調査とな
るフィールドワーク調査を実施した。後者については、結果として調査協力者のご自宅にビデオ
カメラを預け、団欒の様子などを記録してもらうという方法でデータを収集した。 
 
・インタビュー調査の協力者の選定 
 インタビュー調査は、NFRJ18 質的調査研究会メンバーの問題関心に応じて 4 つの研究班に分
かれて調査に臨んだ。すなわち、多様性班、家族と高齢者班、子育て班、結婚・ワークライフバ
ランス（WLB）班である。2019 年に先行して実施された量的調査の最後の設問において、インタ
ビュー調査への協力を依頼したところ、回答者 2,907 名のうちで、「協力を前向きに検討したい」
という回答が 275 名、「内容によっては協力を検討してもよい」という回答が 954 名得られた。
前者については全員を、これに後者から選定された 355 名を加えて 630 名を第一次依頼の対象
者とみなした。後者の選定にあたっては、研究班ごとに対象とする協力者の条件を検討した。多



様性班は、いくつかの条件を設定し、できだけ多様な家族をめぐる経験をもつ方を選定した。具
体的には配偶者との離死別経験、事実婚、性別違和に加えて、同性パートナーを持つ方、継養親
を持つ方、異父母のきょうだいを持つ方という条件を設定した。家族と高齢者班は 1968 年以前
生まれの方を対象とした。子育て班は、調査時点で 28 歳から 50 歳までの女性で、15 歳までの
子どもがおり、親（義理の親を含む）と同居していない方という条件を設定した。最後に結婚・
WLB 班は、夫婦がともに就業しており、中学生までの年齢の子どもがおり、都市部在住の方とい
う条件を設定した。 
 郵送で行った第一次依頼に対する回答は同封したハガキに加えてインターネットのフォーム
からも受け付けた。327 名から回答が得られ、そのうち調査に「協力してもよい」との回答が、
葉書 155 名、フォーム 89名であった。一部重複があり、実人数で 214 名から応諾が得られた。
応諾者の居住地なども勘案しながら候補を絞り込むことで、結果として多様性班 26 名、家族と
高齢者班 28 名、子育て班 27 名、結婚・WLB 班は子育て班の応諾者も含みながら 28 名を選定し、
2019 年 7 月より第二次の依頼を行った。第二次依頼は実査を担当するメンバーが行い、調査の
場所や日程の調整も合わせて行われた。最終的に 101 件の調査が可能となった。 
 
・インタビュー調査の項目 
 すべての調査協力者に共通する家族にまつわる生活史の項目として、基本的な経歴（出生以来
の居住地の経歴、学歴、職業経歴、子どもの頃の家族構成、当時の両親の職業、現在の家族構成）
に加えて、①定位家族について、②定位家族から生殖家族への移行、③生殖家族について、④家
族をめぐる転機を設定した。これに研究班ごとに設定した項目を加えた。 
 多様性班は、非初婚継続家族にまつわる経験について、たとえば、離死別、再婚などのライフ
イベントやひとり親としての経験について聞いた。加えて、同性パートナーとの関係、継養親や
異父母のきょうだいとの関係についても聞いた。 
 家族と高齢者班は、成人後の親（義親を含む）との関係、きょうだい関係に加えて、家族介護
について聞いた。また、電化製品にまつわるエピソードも調査項目として設定した。さらに余暇、
趣味、学習、地域活動に対する関心から現在および今後の社会参加活動について聞いた。 
 子育て班では、妊娠から出産に至るプロセス、さらに仕事との関連についてより詳しく聞いた。
出産以降に関しては、子育ての体制、方針、ストレスに加えて、育児休業、仕事との両立、専業
主婦としての経験について聞いた。これら以外には、保育サービスの利用、子育てにかかるお金、
子どもの成長に伴う家族の変化、定位家族における経験との比較などを項目として設定した。 
 結婚・WLB 班では、夫婦関係に照準する項目を細かく設定した。とくに仕事との関連において、
配偶者の状況、子どもについて、家事や育児の役割分担、加えて結婚当時のエピソードや日常的
な夫婦関係について、とりわけ愛情にまつわる項目をより詳しく設定した。その上で、就業継続
している女性、就業を再開した女性、そして男性という対象ごとに主として仕事や家事・育児と
の関わりにおいて夫婦関係をとらえるための項目を設定した。 
 
・フィールドワーク調査 
 インタビュー調査に際して、協力者に「暮らしの記録調査」と命名したフィールドワーク調査
の内容を説明し、調査への協力の意向をたずねた。結果的に 8世帯の家庭の様子をビデオカメラ
で収録することができた。3 ヶ月ほどの短期間で調査を終了したケースもあるが、1年以上カメ
ラを預け長期間の調査となったケースもある。 
 
４．研究成果 
 インタビュー調査に関しては、個人情報等の秘匿化加工を施したナラティブ・データと調査場
面や担当者の情報などを記録したメタデータをそれぞれのケースごとに整理し、2021 年 2 月の
時点で 74ケースのデータセット（NFRJ18 インタビューデータ ver. 1）を作成して NFRJ18 質的
調査研究会内部での共有と利用を開始した。その後もデータの整備を続け、現在のところ 79 ケ
ースが共有されている（同 ver. 1.1）。さっそく研究会メンバーによる研究利用が開始され（開
内 2021）、本データセットを用いた論文も発表された（吉原 2021a）。また、9月には研究代表
者がオーガナイザーとなり、第 31 回日本家族社会学会大会においてテーマセッション「全国家
族調査 18 質的調査にもとづく成果報告」を運営し、研究会メンバーによる本データセット用い
た 4つの報告がなされた（安藤 2021, 吉原 2021b, 里村 2021, 須長 2021）。その後も研究利
用がつづくとともに（田中 2021）、2021 年 11 月には一般社団法人社会調査協会によるシンポジ
ウム「質的調査データ構築の新たな挑戦」において、本調査研究の取り組みについて報告した（木
戸・戸江 2021）。さらに 2022 年 3月に刊行された『社会と調査』の特集「家族のリアリティを
調査する 工夫・成果・課題」にも原稿を寄せた（木戸・戸江・松木 2022）。 
 現在は、研究会メンバーによるデータ利用の促進を図るとともに、成果の一つとして、2023 年
度中に書籍の出版に向けたとりくみも進行している。フィールドワーク調査については、オンラ
インでのデータセッションを継続し、収集したケースと分析のためのアイデアの共有を続けて
いる。 
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